














石津は， 宗教の究極的 「本質」と 「根拠」の問題を自らの宗教哲学の課題とし
てかかげそれに生涯を通して一貫して取りくむ一方で， 機能主義人類学の成果
を積極的に取り入れ また東北地方での長期にわたる実態調査をもとにオシラ
神やミコ ・ 行者に関する論考を主にその晩年に発表し， そのいずれもが学会に
おいて高い評価をうけている。





















































時期である。 その成果が昭和43年刊行の『宗教経験の基礎的構造』 4) と見るこ




























念や儀礼と見て， 他の二つに対するその特質を 「 トランス」というシャマンの
心的機制に見る。 そしてエクスタシーやポゼッションはむしろその歴史的社会
的に制約された姿であると論じるのである 8)。 そして後半では， 東北地方の巫
俗を， その「シャマニズム」という枠組みでとらえ， さらにそこに巫者の心的
状態や信念さらには機能や形態において異なる二つの類型すなわち「ミ
コ」型と 「行者」型の存在が指摘される。 しかしそこには， 宗教の機能的場面
から始まり， 人間存在の極相におけるその本質と根拠まで掘り下げていく， 多
くの著作， 論文において幾度となく繰り返された一連の議論がまったく見られ
ず， またそれとの連関も明白には示されていないのである。 逆に， 表題にもあ
り本文中でも繰り返し用いられる 「範型」という概念は， 管見の限り， それ以





















いった 「初期」の業績の内に 「晩期」へと連なる問題関心の存在を指摘し， そ
れがいかなる形で概念化され石津宗教哲学に取り込まれていったのかを明らか
にすることを試みたい。
2. 石津のヘ ー ゲル研究と「成立性」概念
既に指摘したように， 「初期」に属する諸論考の中心をなすのは， 天台仏教
思想に関するものであり， これらは石津宗教哲学の全体を見てもその礎石をな














されていない。 ヘー ゲルを中心とした歴史哲学(C群）， 当時の西欧や日本の宗









ようが， しかしその研究の中から石津は， 一つの重要な概念を得ており， それ
は「中期」から「後期」「晩期」にまで一貫して用いられている。 昭和6年の
「ヘ ー ゲル青年時代の宗教研究」 13) においてはじめて取り上げられた「成立
性」の概念がそれである。









いったのであるという15) 。 ここで石津がヘー ゲルの 「成立性」概念を， 宗教の
13)石津照璽「ヘー ゲル青年時代の宗教研究」（『理想』5-22, 昭和6年）。
14) ibid.P.154.




































に論じている19) 。 その後石津は天台の観法論争をとりあげるが， ここにも 「 成
立性」をめぐる石津の問題意識が絡んでいると見ることができる。 このテー マ
を扱った論考としては昭和11年の「賓相論に於ける唯心論的解繹」 20) を噛矢と
するが， その冒頭で石津は， 天台の止観とは， 諸法実相という我々の現実の本
来的あり方を自覚させ， そこにおいていかに生きるか， いかに立ち振る舞うか
を示す 「ポジティブな規定， 規持」であると論じているのである叫このよう
にして， 石津の天台仏教思想研究は， 「 成立性」概念の受容を通して， 宗教の









いという石津の認識がある。 ここに 「 成立性」の概念をはじめて導入したのが





21) ibid. P.486f. 






















中に立つものであるといえる。 昭和12年の論文 「佛教教育史孜」31) および昭和
15年の 「仏教者の世間道徳」32) では， 「世俗世間のこのままの相において我々
は法爾実相にすんでをる」と考えた日本仏教の 「次の問題」として， そこから
の「積極的な生活の仕方」 「法爾自然のありようそのままに外に向かっての成
25) ibid. P.1052f. 
26)石津照璽「宗教的境地とその思想的表現とのひらき ー 天台の方便論を引例して」
（『宗教研究』 81, 昭和9年）。
27) ibid. P.235f. 
28) 石津照璽「神と賓存との間」（『思想』 239, 昭和17年）。
29) ibid. P.237. 
30) ibid. P.244f. 
31)石津照璽「佛教教育史孜」（『仏教考古学講座六』， 雄山閣， 昭和12年）。






い」ということがあげられる33) 。 ことに後者にあっては， 華園が指摘している
ように34) ' 日本仏教にあっては， 利他・対他に生きることへの原理的推進力を





















33) 「佛教教育史孜」 P. 6.






















The Concept of "Positivity" in Ishizu Teruji's early Thought 
Toshiaki KIMURA 
After his retirement from Tohoku University, Ishizu Teruji, one of the most famous philosopher 
of religion in Japan, started publishing a siries of papers about empirical study of "shamanism" . 
But in these papers the conection of his empirical study with his philosophical one is not so clear. 
To reveal such a conection, I try to follow the development of Ishizu's thought by dividing into 
four periods and concentrate my attention on his early thought in this paper. Most of his works in 
this period treat the thought of TENDA! Buddhism and pursuit ultimate "nature" and 
"foundation" of religion which had been declared to be the task of his philosophy of religion 
consistently through his career. But they are not all. There are some papers treating Hegel's 
philosophy, some reports about religious situation in Europe and Japan, and a few historical 
reviews and suggestions about religious education in Japan.These subjects are seem to be 
disorderly scattered at first glance. But in all these papers Ishizu concern with the problem of 
relation between ultimate "nature" of religion and its real "positive" forms. This problem has 
been formed "another" undeclared task of his philosophy of religion and motivated him to the 
empirical study of religion. 
(31)
